
  

選手育成指定学校助成金交付要領  

  

  （目的）  

１ この要領は，本連盟の選手人口底辺拡大策の一環として、選手等の育成に取り組む小

学校及び中学校を育成事業指定校とし、助成金を交付してその活動推進の一助とするこ

とに関し、必要な事項を定める。  

  （指定学校）  

２ 選手育成指定学校は、その管内の本連盟所属団体長の推薦によるものとし、推薦され

た学校については本連盟各本部において検討し、指定校に適合する学校を本連盟会長の

承認を得て決定する。  
  （推薦期日）  

３ 指定校の推薦については、毎年度１１月末日までとし、決定の場合は推薦団体長及び

指定学校長に通知する。指定学校長は、所定の様式により内容を詳細に記入し、本連盟

事務局に提出する。  

  （助成金）  

４ 助成金の交付額は、当該年度の本連盟の予算枠内とし、学校における選手等の対象者

数及び育成事業活動状況を勘案し決定する。  

  （交付申請）  

５ 助成金交付申請の書類は次のとおりとする。  

     ① 助成金交付申請書(様式１）   
② 補助資料添付の場合（A４用紙とし書式任意）  

  （実績報告)  

６ 事業実績報告の書類は次のとおりとする。  

     ① 助成事業実績報告書(様式２）  

   ② 事業実施成果概要（A４用紙とし書式任意）   
   実績報告書は、事業終了後１か月以内に本連盟に提出する。  
  （要領の改廃）  

７ この要領の改廃は、理事会の議決による。 

  

    （附則） 

１ この要領は、平成１５年１０月２５日から施行する。  
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